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フィリピントヨタ問題についての 
    神奈川県労働委員会への団体署名のご要請 
 

 世界の製造業ＮＯ．１の多国籍企業であるトヨタは、フィリピンで２０００年に団

体交渉権を獲得したフィリピントヨタ労組との団体交渉を拒否し、２００１年それに

抗議する労働者２３３名を解雇し、２６人の労働者を刑事告訴しました。この労働組

合潰しに対してフィリピントヨタ労組はストライキで対抗し、トヨタは操業停止に追

い込まれましたが、トヨタはフィリピン政府を｢資本を引き上げるぞ｣と脅しフィリピ

ン政府にスト中止命令を出させました。 
 それ以後６年間、フィリピントヨタ労組は解雇された労働者の家族会を作るなど被

解雇者の団結を維持し、職場においても粘り強い闘いを進め、フィリピントヨタと日

本のトヨタ自動車本体に対する闘いを行ってきました。２００３年にはフィリピンの

最高裁がフィリピントヨタ労組の団体交渉権を認める決定を出し、次いで世界労働機

構(ＩＬＯ)も全ての問題でフィリピントヨタ労組を支持しフィリピン政府に改善を要
求する勧告を出しました。しかしフィリピントヨタは団体交渉を拒否し続け、解雇を

撤回しようとしません。また、フィリピン政府もＩＬＯ勧告に従わないばかりでなく、

フィリピントヨタを様々なかたちで後押ししています。 
 フィリピントヨタ労組と私達はＩＬＯのロビー活動などを通じて世界各国の多く

の労働組合にこの問題を話してきました。そのため、今このフィリピントヨタ問題は

多国籍企業の発展途上国における労働者の団結権の侵害、労働組合破壊の象徴として

全世界の政労使の焦点になっています。国際金属労連（ＩＭＦ）は昨年８月からフィ

リピントヨタ労組とフィリピントヨタの交渉の仲介をし、原職復帰を求めてきました。

しかしこの交渉は今年 3 月決裂し、IMF は世界のトヨタの労働組合をマニラに集め
て世界会議を行い、原職復帰を求めてトヨタに対する世界キャンペーンを行うことを

宣言しました。 



この闘いを支援するために２００１年に「フィリピントヨタ労組を支援する会」が結

成され、２００４年フィリピントヨタ労組は全造船関東地協に加盟しました。全造船

関東地協はトヨタ自動車に対してこの問題での団体交渉を求めましたが、拒否された

ため、２００５年２月神奈川県労働委員会にトヨタ自動車の不当労働行為の救済を申

し立てました。しかしトヨタ自動車は、フィリピンの不当労働行為問題はフィリピン

の当事者の問題であり日本法では裁けないとして、審問に入る事に強行に反対してい

ます。トヨタは自分達がフィリピントヨタに不当労働行為を指示し承認しておきなが

らこの自分達の国境を跨いだ不当労働行為の責任に頬かむりしようとしています。 
 こうした多国籍企業の発展途上国での組合敵視、組合潰しは無数にあります。そし

て、現地政府が多国籍企業に資本を引き上げると脅されてその不当労働行為を容認し

ている現在、この不当労働行為が多国籍企業の母国である資本主義の先進諸国でも裁

かれないなら、多国籍企業の発展途上国での不当労働行為や不法は野放しになってし

まいます。 
 私達は多国籍企業が起こした海外での不当労働行為事件という初めての事案を神

奈川県労働委員会が受け付けたことを高く評価しています。そして私達はフィリピン

現地での解決がトヨタによって閉ざされた現在、神奈川県労働委員会は直ちに審問を

開始し、早急に公正な決定を下す必要があると考えています。 
 私達は、全国の皆さんの支援に支えられて闘いを進めていますが、今、フィリピン

トヨタ争議の前進のため日本での更なる一歩が必要です。神奈川県労働委員会の場に

トヨタを実際に引きずりだし圧力を強めることが必要です。そのため、私達は神奈川

県労働委員会に対し団体署名による要請を行うことにしました。つきましては皆様の

団体署名による協力をよろしくお願いいたします。 
 
第１時集約日を５月３１日、第２時集約日を６月３０日とします。署名は下記連絡先へ郵送して

いただくか、連絡いただければ取りに参ります。 
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